
 
 
  

～フィリピンと日本を結ぶビデオメッセージと 

            歴史教科書の中の沖縄～ 
  
 今年は太平洋戦争が終結して６５年、韓国併合から１００年の節目です。一昨年は「語れない人たち」というタイトル

で、昨年は「語り始めた人たち」というタイトルで戦争中に起きたことを語った元日本兵のインタビューを映像にしたド

キュメンタリー上映会を実施しました。戦後半世紀以上も語れなかったことと、語り始めて自分も周囲も変わっていっ

たこと、次世代に伝えていきたい想いを知り、平和について考える時間を共有しました。 

３年目の今年は、アジア、特にフィリピンではどのように６５年前の戦争が語り継がれているのか、教科書にはどう記

述されているのかを紹介しながら講師陣からお話を伺います。 

 元日本兵の証言とフィリピンの人びとへのメッセージを２００４年から集め、フィリピンや日本国内で上映活動をして

きたブリッジ・フォー・ピース（BFP）の神直子さんをお招きし、メッセージビデオ（字幕付）の上映と、活動を通して神さ

んが考えてきたことをお話し頂きます。また戦争遺跡ガイドの石橋星志さん（BFP 会員）もお招きして日本の歴史教科

書と沖縄戦のことなど、お話をうかがいます。 

硬いテーマではありますが、節目の終戦の日を前にし、亡くなられた方々を想いつつ、穏やかに語り合う場を設けま

した。入退場自由ですので、気軽に参加いただければと思います。 
 

日   程：２０１０年８月１４日（土） 

場   所：東京都障害者福祉会館 B1・2   

時   間：午後４時３０分～午後８時００分 １６：００より受付開始 
    １６：３０～ あいさつ、団体紹介 

    １６：４０～ アイスブレーキング 

    １７：１０～ フィリピンと日本を結ぶビデオメッセージ上映（字幕付き）、解説 

         １８：１０～ 意見交換、体験発表、 

    １９：００～ 日本の歴史教科書の沖縄戦記述から考える 

    ２０：００   終了 

 ★入退場自由、いつでも入場、いつでも退場できます。 

 ★教科書展示には翻訳資料や詳しいパネルを展示します。 

参 加 費：会員 無料 ／ 非会員 ５００円  事前申し込み不要 

情報保障：要約筆記、手話通訳、磁気ループ 
主   催：特定非営利活動法人 東京都中途失聴・難聴者協会 

〒160-0022東京都新宿区新宿2丁目13番11号 

ライオンズマンション新宿御苑前第２－１００３号室 

電話：０３－５９１９－２４２１  ／FAX：０３－５９１９－２５６３ 

E-mail： info@tonancyo.org  ／URL： http://www.tonancyo.org/ 

協 力：特定非営利活動法人 ブリッジ・フォー・ピース  http://bridgeforpeace.jp/ 

一昨年、昨年

と大好評だっ
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●神直子プロフィール 

1978 年生まれ。2000 年、雨宮剛現青山学院大学名誉教授の主宰するスタディーツアーに参加、フィリピンで

未だ戦争の傷が癒されない人々に出会う。2003 年、自分が関わった残虐行為を嘆きながら亡くなった元日本

兵がいるとの話を聞き、 フィリピンと日本の橋渡しになりたい、と2004年にブリッジ・フォー・ピースを設

立。2010年 1月、NPO法人格取得。フィリピンをきっかけに、その他のアジア諸国や世界の国々と様々なプロ

ジェクトを展開中。 

日本兵のコメント（ビデオから一部抜粋） 
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○孫に戦争の話をしたら「おじいちゃん化石みたい

なこと言わないで」と言われた。戦後世代には理解

してもらえないと思う。体験した人にしか分からな

い。だから、戦争の話はあまりしないようにしてき

た。でも今回戦争の話をたくさんすることができ、

何だかすっきりした。 

○食料調達が仕事だった。村へ出かけたとき、みん

な逃げてしまったが、子供を連れた奥さんがいた。

何を尋ねてもブルブル震えるばかりで答えない。同

僚のＨは少し離れた場所で、奥さんを強姦した。私

も子供を抱いている奥さんを同じように強姦した。

強盗、強姦、放火、殺人という四つの重大犯罪を全

部行ってしまった。フィリッピンには慰霊に行った

が、民衆には謝罪するすべがなく行っていない。強

姦のほかは軍命によるものであったが、私は実行犯

であった。罪の意識、心の傷はいまだに消えない。 

 


